
参考資料３

アンケート調査票

第５回 沖縄鉄軌道技術検討委員会資料

平成２８年１０月２８日
沖縄県



１．アンケート調査の概要

• ステップ３の県民会議において、鉄軌道導入による県民等の意識・の変化が
起こる可能性についても評価を行うことが必要との意見があった。

• このため、アンケート調査により、鉄軌道導入による県民・観光客の意識・行
動の変化や、鉄軌道利用の条件を把握し、鉄軌道導入にあたって求められる
取組の検討の基礎資料とする。

対象者 沖縄県民 観光客

調査目
的

沖縄鉄軌道が整備された場合
の県民の行動変化及び鉄軌道
利用の条件、県民が望むライフ
スタイルについて、居住地、属
性、移動目的、普段の利用交
通機関等による差異を分析す
る。

沖縄鉄軌道が整備された場合の観光客の
行動変化及び鉄軌道利用の条件、鉄軌道
を利用しない理由について、属性による差
異を分析する。また具体的な希望訪問観光
地を確認する。

調査方
法

インターネットアンケート調査 インターネットアンケート調査

調査時
期

2016年8月2日配信 2016年8月1日（第１次）、8月3日（第２次）
配信

サンプル 沖縄県に在住する人。回収サ
ンプル数は2,105票。

第１次：沖縄県以外の全国に在住する人。
回収サンプル数は30,000票。
第２次：第１次調査結果を基に、過去２年間
に沖縄旅行の経験のある人。回収サンプル
数は670票。

年齢補
正

沖縄県人口の年齢別構成比
（H27国勢調査）を用いて補正。

観光客の年齢別構成比（H26内閣府「県外
来訪者アンケート調査」結果）を用いて補正。
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設問項目

沖縄県民 観光客

属性 性別、年齢、職業、居住地、住宅の
所有状況、家族構成、現在地の居
住年、運転免許有無、自家用車有
無、モノレールの利用状況、過去の
居住地、過去の鉄軌道利用頻度

属性 性別、年齢、職業、居住地、
鉄軌道利用頻度

直近の
沖縄旅
行

訪問観光地、宿泊先、主な行
程、利用交通手段、同行者、
困ったこと・不便だったこと（ツ
アーについて、宿泊施設につ
いて、移動について）

普段の
利用交
通

目的別の移動頻度、行先、利用交
通機関

【目的】
・通勤、通学
・通院・その付き添い・子供の送迎
・食料品・日用品の買物

・非日常の買物：食料品・日用品以外（洋
服・家電製品等）の買物・休日のショッピ
ング
・沖縄県内の観光・レジャー

・沖縄県内で離れて住んでいる家族・親
せき・友人・知人等の訪問

今後の
沖縄旅
行

交通の状況が変わらない場
合の行きたい観光地

鉄軌道
利用の
可能性

目的別の鉄軌道利用可能性、鉄軌
道を利用していく行先

鉄軌道
が整備
された
場合の
沖縄旅
行

鉄軌道利用の可能性、重要と
思う鉄軌道に関する条件、鉄
軌道利用による観光行動の
変化、
鉄軌道が整備された場合に
新たに行きたい観光地鉄軌道

の利用
条件

重要と思う条件（「通勤・通学」の場
合と「その他の私用」の場合）

ライフ
スタイ
ル変化

鉄軌道を利用したライフスタイル（３
例提示）の希望度等

鉄軌道
を利用
しない
理由

（鉄軌道を利用しないと回答し
た人に）鉄軌道を利用しない
理由
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１ 沖縄鉄軌道に関するアンケート調査票（県内居住者対象）
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２ 沖縄鉄軌道に関するアンケート調査票（観光客対象）
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